
 

協議会事務局では里親同士、里親と児童相談

所または里親と地域社会を『つなぐ』をテーマ

に事務局通信を発行しています。 

私たち里親自身が里親のために取材をし、分

かりやすく編集してまいります。 

     

お知らせ 1 里親推進会議 報告 

 平成 29年度熊本県・熊本市合同里親委託推進

会議が行われました。厚生労働省から去年8月に

示された新しい社会的養育ビジョンを受けて、今

後の熊本県内の里親推進計画が検討される意味

ある会議となりました。その会議では多くの事柄

が話し合われました。 

里親委託数 11.9% (里親・FHの委託児童数 92 

/要保護児童数 773) H.30.2.1現在 

 その会議の中で熊本県里親協議会が取り組む

ブロックごとに主体性を持った組織改革が高く

評価されました。 

里親同士の交流推進が里親の孤立を防ぎ、地

域社会の養育環境の向上に役立っています。 

今後、里親支援機関としての役割を担っていく

ためにさらに活動の推進をしていかなければな

らないと確信しました。 

 

お知らせ 2  総会日程決まる 

 30年度定期総会は平成 30年 6月 17日（日曜

日）に行うことが決定しました。予定お願いしま

す。詳細については別にご案内いたします。 

里親が一堂に会する年一回の大切な会です。里

親の皆さん出席お願いします。 

 

お知らせ 3 F.H.支部の活動ありました 

ファミリホーム支部は8か所のホームを巡回し

て、情報交換と交流会を続けています。3月 15日

は熊本市の宮津 F.H.で行いました。 

次年度の取り組みについて検討しました。 

真の共感者同士の交流の中で子どもたちとの関

わり方のスキルアップの場になっているこの活

動を、次年度も継続して行うことにしました。 

お知らせ 4 熊本市支部の活動ありました 

第 6 回 「小さな勉強会」という交流会 in 中央区   

平成 30年 3月 8日（木曜日）にテーマ「マッチ

ングの支援と現状等について」熊本市児童相談

所 里親推進員 田尻様のお話や意見交換な

ど行われました。15 名程度の集まりとなり、里子

とのマッチングや委託のプロセスについてお話

がありました。それは担当者の持つ印象だけで

はなく、総合的なポイントや児の特性など客観的

にみて会議の中で決めているとの話がありまし

た。 

お知らせ 5 全里マンスリー99より 転記                                             

 養子縁組あっせん法が施行されます 

営利を目的とした養子縁組あっせん団体がマ

スコミをにぎわせたりしてきました。4月 1日から、

「民間あっせん機関による養子縁組のあっせん

に係る保護等に関する法律」が一部の規定を除

き施行になり、養子縁組あっせん機関は届け出制

から許可制になります。2015 年現在、養子縁組あ

っせん機関は全国に 27 団体あるということで

す。 

 
お知らせ 6   次年度の大会開催等予定 

≪熊本県里親協議会 30年度総会≫ 

平成 30年 6月 17日（日） 熊本市ウェルパル 

※内容は後日案内 

 

≪第 63回全国里親大会 石川大会≫ 

平成 30年 11月 17日（土）～18日（日） 石川県地場

産業振興センター(金沢市鞍月 2丁目 1番地) 

 

≪九州地区里親研究大会≫ 

平成 30年 12月 1日(土)～2日(日) リーガロイヤル

ホテル小倉(北九州市小倉北区麻 2-14-2) 

 

≪第 12回ファミリーホーム全国研究大会 in宮城≫ 

平成 30年 8月 3日(金)～4日(土) 

ホテル松島 大観荘 

住所 宮城県宮城郡松島町松島字犬田 10-76 

 

≪九州 B.ファミリーホーム協議会交流大会 ≫ 

九州ブロック F.H.協議会研究大会は佐賀県開催とな

っています。詳細は後日案内されます。 
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お知らせ 7 里親賠償責任保険について説明  

熊本県里親協議会では、里子の委託をうけて
おられる方について全国里親会を通して、保険

に加入しています。それについては行政からの
支援をいただいています。里親協議会に加入す
ることの 1 つのメリットといえます。 里親登録し
たら協議会への入会をお願いしています。   
 
 

 熊本 YMCA での映画鑑賞会に 
参加された里親さんから感想 

「隣る人」 2014年 (日本) 
児童養護施設を 8 年間取材したドキュメンタ

リー映画。静かな日常がただ流れる映像の中
で、親と暮らせない子どもが、抱えきれない寂

しい思いで泣き出す場面や、信頼していた保
育士との悲しすぎる別れの場面などが 子ど
もの表情をありのままにとらえた映像であり、
涙なしでは見ていられませんでした。 
何度も味わい続ける喪失体験によって、どんな
成長を遂げていくのか？考えさせられる映画
でした。 
 里親として、喪失体験によって人が信頼でき
なくなってしまった子どもにどう寄り添ってい
くのか？ 私はこれから出会う大切な子ども
の「隣る人」になっていきたい。   

未委託里親の N.K.さん 
  
最近見た映画からのおすすめ 

(レンタルビデオの紹介です) 
LION(ライオン)“25 年目のただいま”2016年(濠) 

 インドの貧しい家、3 人兄弟の 2 男として生
まれたサルー。少しでも家計を助けようと兄に
せがんで、仕事に連れて行ってもらったのだっ
た。しかし、たった 5 歳の子どもには無理な話
だった。途中、兄と逸れてしまい、保護されて
オーストラリアの里親に引き取られる事にな
ったのだ。とても優しい夫婦のもとで、大切に

育てられた。25 年がたち大学生になり、友人
の家でインドの揚げ菓子をみて、匂った瞬間、
突然、昔の記憶がよみがえった。そこから、か
すかな記憶を頼りに、グーグルアースで自分の
実家にたどり着き、実母と再会するという感動
的な実話の映画だった。 
 サル―が育ての母を大切に思っている気持
と、実母に会いたいという思慕の念が、よく伝
わって来た。25 年もの間いつか帰ってくるの
ではないかと、待ち続けていた実母との再会の
シーンは、涙なしでは見られない。 
 この実話は、私達里親にたくさんの事を伝え

てくれると思います。    M.M.さん 

おことわり   前号お知らせ 8の中で 

※3/17NHK世界一受けたい授業に出演予定です 

とお知らせしましたが、NHK ではなく日本テレビでし

た。訂正しお詫び申し上げます。 
 

 

 

〈29 年度中賛助会員加入者名〉 
・平井 桃 様  

・野田秀行 様  

・岩根美香 様  

・岩根栄治 様  

・球磨地域農業協同組合 人吉支所 様 

・球磨酪農農業協同組合 様 

・医療法人聖粒会 慈 恵 病 院 様  

・託麻東校区まちづくり『ふるさとクラブ』様 

・ふるさと元気ドレッシング工場 様  

・坂梨啓二 様 

・阿部興紀 様  

・戸田玲子 様  

・北御門すすぐ 様  

・(株)鶴重  富田様 

今後とも支援お願いいたします 

 

すべては子どもたちの幸せを願って！  
温かいご支援ありがとうございます 

〈支援企業・支援団体〉年間 1 口 5 万円以上 

里親協議会の活動を支援します 

○医療法人聖粒会 慈恵病院  
○ふるさと元気ドレッシング工場 

 

編集後記 

ご寄付・投稿をいただいた皆様ならびに多くの里

親の皆さんのご協力のおかげで、年間 13 号も発行

することができました。 

 この通信が里親同士をつなぎ、何かのお役に立て

たのなら幸いです。次年度もさらに取り組んでまい

りますのでよろしくお願いいたします。 

 
〈熊本県里親協議会 事務局〉 
事務局長 宮津美光 

事務所 861-8031 熊本市東区戸島町 1177-3 

電話(Fax 同番) 096-380-4666 

携 帯       080-5250-4666 

Eメール    pygkb624@yahoo.co.jp 
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